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	昨年の４月から一年間、派遣職員として来町していた田中剛さんが２６日(金)に津別町を離れます!! そこで田中さんから、みなさんへのメッセージです!!

	役場の人事交流で昨年４月から津別町へやってきましたが、この一年間を振り返ってみるとあっというまでした。

主に畜産の仕事をやらせてもらいましたが、酪農家の牛舎をまわって、牛の糞まみれになりながらワクチン接種に立ち会ったことや町営牧場で衛生検査を行ったことなどが思い出され、津別町の酪農の発展に微力ながら貢献できたのではないかと思います。また、現場へ行く機会を数多く作っていただき、町内を広く知ることもできました。

組合活動も職場集会等に参加して、津別町職の団結の強さを感じましたし、日ごろから熱心に組合活動が行われているなと実感しました。そして「教宣」に夏まつりのことで私の記事を掲載してもらったことはありがたいことでした。

最後に、プライベートでまわった町内をはじめ、道内至るところと、公私共に職員の
	方々と幅広く交流をさせてもらえたことが最高の思い出となりとても感謝しています。

１年間、津別町に研修へ来たことで、心身ともに肥えて南アルプス市へ帰ることが出来るのは、ひとえに職員皆様のおかげです。津別は第二の故郷のようなものです、また、いつか来たいと思っています。

皆さんお世話になりました。ありがとうございました。

↑仕事でお世話になった農家の方たちとの写真です






	

	公務員連絡会は23日、江利川人事院総裁、原口総務大臣との2010春闘段階の最終交渉を行いました。この交渉で、人事院総裁、総務大臣は、それぞれ、この間の交渉の到達段階にもとづいて、本年の給与改善に対する基本姿勢を確認する回答を示しました。

【人事院総裁の回答】

2010年度賃金要求について

労働基本権制約の代償措置としての給与勧告制度の意義及び役割を踏まえ、官民較差に基づき適正な公務員給与の水準を確保するという人事院の基本姿勢に変わりはない。

平成18年度から実施してきている給与構造改革は、平成22年度において当初予定していた施
	策がすべて実施されることになる。

今後も様々な課題に取り組むが、特に公務員の高齢期の雇用問題に関連して給与制度上の問題に対処する必要があり、公務員連絡会とも十分意見交換しながら検討を進めて参りたい。

公務員の給与改定については、民間給与の実態を精確に把握した上で、公務員連絡会の要求及び公務員の生活を考慮しつつ、人事院の重要な使命として、適切に対処する。

給与勧告作業に当たっては、較差の配分、手当の在り方などについて公務員連絡会と十分な意見交換を行うとともに、要求を反映するよう努める。一時金については、民間の支給水準等の精確な把握を行い、適切に対処する。

（次号に続く）


	


戸別所得保障制度へ　　2010.3.14

	網走支庁・十勝支庁管内は日本を代表する畑作地帯。民主党の公約である農業の戸別所得保証制度は本年はモデル事業として、稲作農業を対象として実施。
　明年は畑作農業の戸別所得補償制度が行われますが、この畑作の保証制度設計の主要な内容は民主党の掲げている現地・現状の声を制度に反映すること。
　いよいよ今月末から網走・十勝の意見を取りまとめ政府に反映させる作業が始まります。
	私もこの地域の幹事長としてこの作業チーム・委員会の事務局を担当しますが農家はもちろん行政等と連携し農家が安心して仕事が出来る制度設計を策定できるよう松本代議士と共に頑張りますので関係者の方々のご協力をお願いします。
　北海道は１次産業がしっかりしなければ北海道の将来はあり得ません。

【日下太朗ＨＰから】

	


	


自治体現場の声を国会へ！自治労組織内候補の必勝をめざします！
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各支会担当の執行委員が集めます。必要事項を記入し押印の上お渡しください。








